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第３回板橋区公共交通会議

○交通政策基本計画での位置づけ（８１ページ）
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○目標指標の考え方

目標の種類
（Ａ）基本方針の実現の度合いを

確認するもの
（Ｂ）施策の実施状況や施策実施による

変化・効果を確認するもの

データの種類
基本方針の実現の状況を
把握できるデータ

施策の効果を測定するデータ
まちの傾向を示すデータ

収集するデータの
主要なものの
内容・傾向

「満足度」、「○○しやすさ」、
「◇◇と感じる」など

人の主観を表すもの
数値の変化は比較的小さめ

施策実施実績、道路等の整備率、
交通手段分担率など

客観的な数値
何らかの要因で大きく変化する場合あり

データ取得の方法 アンケート調査等 統計、実態調査、ビッグデータ利用等

取得の頻度 数年～１０年ごと 毎年～数年ごと

計画の着実な推進のため、定量的に目標の達成状況を評価していくためのもの。

収集するデータの特徴・傾向や取得頻度なども考慮し、施策の実施に関する指標も

合わせて設定することで、具体的に計画進捗を把握していく。
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○目標指標案

前ページの考えに基づき、交通政策基本計画に定める基本方針１から３について、

具体的な目標指標案を事務局で整理。

（Ａ）基本方針の実現の度合いを
確認するもの

（Ｂ）施策の実施状況や施策実施による
変化・効果を確認するもの

基本方針１：

様々なライフステージにおいて

安心・安全に移動でき、暮らせる

・移動手段別の総合的な満足度

・交通事故発生件数

・都市拠点の駅の利用者数

・自転車通行空間整備実績

・都市計画道路整備率（区施行）

基本方針２：

多様な交通手段により

だれもが快適に移動できる

・電車やバスが利用しやすいと感じる人の

割合

・移動手段別の総合的な満足度（再掲）

・電車・バスの区内走行距離（ｋｍ）

・コミュニティバス「りんりんＧＯ」

利用者数

・区民の平均外出率

基本方針３：

魅力的なまちを支える

持続可能な交通環境を

つくっていく

・ユニバーサルデザインの取組が進んで

いると思う人の割合

・代表交通手段分担率

・運輸部門の温室効果ガス排出量
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○目標指標案（参考）
各目標指標は、次のとおり収集を行い、評価へつなげていくことを検討中。
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目標指標 （補足説明）
東京都市圏
ＰＴ調査

板橋区
区民意識
意向調査

区の
関連する
計画

交通政策
基本計画の
アンケート

その他統計

移動手段別の総合的な満足度
徒歩、自転車、自動車、タクシー、バス、
電車

○

交通事故発生件数
交通安全対策のほかに、道路インフラの
整備による変化も生じる

○

都市拠点の駅の利用者数
板橋・大山、成増、上板橋、高島平の駅
の利用者。外出状況を図る指標の一つ

○

自転車走行空間整備実績
これが実質的に「歩行者空間の創出実
績」となるため

○

都市計画道路整備率（区施行） 道路インフラ整備に関する直接的指標 ○

電車やバスが利用しやすいと感
じる人の割合

区内に一定水準の交通環境があり、区民
意識意向調査で継続的に取得している

○

電車・バスの区内走行距離（ｋ
ｍ）

区内で営業運行する電車・バスの平日の
１日当たりの合計走行距離

○

コミュニティバス「りんりんＧ
Ｏ」利用者数

区内バス網を形成する路線の一つとして、
全体のバス利用の傾向を表している

○

区民の平均外出率
統計上は全国的に減少傾向。コロナ後と
外出を促す施策と絡めて変化を測定

○

ユニバーサルデザインの取組み
が進んでいると思う人の割合

ユニバーサルデザインの分野で、総合的
な成果指標として採用

○

代表交通手段分担率 移動の際に使用される交通手段の比率 ○

運輸部門の温室効果ガス排出量 板橋区環境基本計画で継続的に算出 ○


